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１．本発明の概要 

都市ガス事業で使用しているガバナ（減圧設備）を遠隔で監視する装置のデ

ータ処理方法に関する発明。ガバナ下流の圧力を計測する際、応募発明のデー

タ処理方法により、乱流であっても正確に圧力値を計測できるだけでなく、デ

ータ処理をシンプルにすることで必要な処理電力を抑え、1 年以上の長期電池

駆動を両立、簡易に・安価に・安全にガバナを遠隔監視する装置を発明した。 

 

 

 

２．従来発明等の課題と開発ニーズ 

 従来の圧力監視装置には、チャート用紙を用いる自記圧力

計が使われてきた。この装置は防爆対応で、無電源（乾電池）

でも動作するため、低圧の都市ガスや LP ガスの供給設備に

広く採用されていた。しかし、紙とペンを使用するアナログ

な機械であるため通信機能がなく、遠隔での圧力監視はでき

ない。そのため、数週間に一度、担当者が現地を訪問してチ

ャート用紙を回収、記録された圧力を事後的に確認する必要

があった。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2：チャート式自記圧力計 

写真 1：ガバナ監視装置 



３．本発明の特徴 

ガバナ下流は乱流となり、計

測される圧力の値（水色の点）

には、大きなバラツキがある。 

従来のデータ処理では、圧力値 

変動（黒点）が大きく、正常な

状態にもかかわらず、ガバナの

異常と判断してしまう恐れがあ

った。 

本発明のデータ処理方法で

は、シンプルなデータ処理方法

で、電力消費量を押さえながら

も、ガバナの圧力（赤点：電圧

換算で 2.4V）を正確に計測でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ処理は、1.2ミリ秒の間隔で計測した連続３個の圧力値の平

均（price）と前回計測値（MMAyesterday）を 0.5 秒毎に修正移動平

均することで、計測値（MMAtoday）を求める。年間のデータサンプリ

ング回数は約 1.9億回、データ処理回数は約 6.3千万回となり、安全

対策（本質安全防爆）のための大きなセメント抵抗により電力を制限

した回路であっても、電池寿命約 15ヶ月を実現した。 

 

 

図：計測される圧力値の比較 
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表：本発明の効果 

写真 3：電池 BOX とｾﾒﾝﾄ抵抗 
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